
二
戸
か
ら
世
界
へ

　
「
今
や
ら
な
け
れ
ば
殺
さ
れ
る
と
思
え
」

　
な
ん
と
も
物
騒
に
聞
こ
え
る
こ
の
言
葉
を

言
っ
た
人
物
は
田
中
舘
愛
橘
博
士
。
わ
が
二

戸
市
が
世
界
に
誇
る
偉
大
な
物
理
学
者
で
あ

る
。

　
言
わ
れ
た
相
手
は
、
当
時
１
９
１
０
年
ご

ろ
、
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
た
弟
子
の
寺
田

寅
彦
。

　
あ
る
国
際
会
議
で
発
言
し
た
田
中
舘
の
ド

イ
ツ
語
を
聴
い
て
寺
田
は
こ
う
か
ら
か
っ

た
。

　
「
舘
先
生
、
勢
い
は
宜
し
い
の
で
す
が
、

少
々
乱
暴
な
ド
イ
ツ
語
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」

　
す
る
と
田
中
舘
は
真
面
目
な
顔
で
こ
う
答

え
た
。

　
「
聞
か
れ
た
相
手
に
直
ち
に
答
え
よ
う
と

思
っ
た
ら
、
テ
ニ
ヲ
ハ
な
ど
に
か
ま
っ
て
お

ら
れ
る
か
。
今
や
ら
な
け
れ
ば
殺
さ
れ
る
と

思
え
」

　
後
に
作
家
、物
理
学
者
に
な
っ
た
寺
田
は
、

『
舘
先
生
は
い
つ
も
日
本
を
背
負
っ
て
、
死

ぬ
気
で
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
』
と
し
み

じ
み
語
っ
て
い
る
。

　
寺
田
は
地
震
、
航
空
、
ロ
ー
マ
字
な
ど
田

中
舘
の
研
究
の
ほ
と
ん
ど
に
か
か
わ
っ
て
い

て
、
生
涯
交
流
が
あ
っ
た
。

　
田
中
舘
愛
橘（
１
８
５
６
～
１
９
５
２
年
）

は
、岩
手
県
の
福
岡
町
（
現
二
戸
市
）
出
身
。

「
日
本
物
理
学
の
祖
」、「
種
ま
き
の
翁
」
と

言
わ
れ
た
彼
の
活
躍
は
、
明
治
、
大
正
、
昭

和
の
三
代
に
渡
る
。

　
日
本
人
初
の
地
球
物
理
学
者
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
。
岩
手
県
人
で
初
め
て
の
文
化
勲

章
受
章
者
（
１
９
４
４
年
に
地
球
物
理
学
と

航
空
学
の
功
績
）
貴
族
院
議
員
も
勤
め
、
晩

年
に
は
日
本
を
代
表
す
る
科
学
者
と
し
て
多

く
の
国
際
会
議
に
出
席
し
た
。

　
田
中
舘
の
仕
事
は
実
に
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
。
工
学
や
電
磁
気
学
の
単
位
の
研
究
に

始
ま
り
、
メ
ー
ト
ル
法
（
度
量
衡
法
）
の
確

立
や
、
地
震
学
の
確
立
、
航
空
学
の
発
展
、

気
象
学
の
普
及
な
ど
、
日
本
の
理
科
系
諸
学

の
基
礎
を
築
く
と
共
に
、
多
く
の
弟
子
を
育

て
た
。

　
熱
心
な
「
ロ
ー
マ
字
」
論
者
で
文
化
人
切

手
（
２
０
０
２
年
）
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
田
中
舘
は
盛
岡
藩
の
武
家
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
る
が
、
少
年
期
に
明
治
維
新
が
起
こ

る
。
日
本
が
「
西
洋
に
百
年
遅
れ
て
い
る
」

と
言
わ
れ
た
時
代
に
青
年
期
を
迎
え
、「
西

洋
に
追
い
つ
き
追
い
越
す
」
た
め
に
必
死
で

働
い
た
壮
年
期
。
老
年
期
も
「
日
本
の
国
際

化
」
に
一
役
買
い
、
晩
年
も
な
お
精
進
を
重

ね
た
。

　
◇　
◇　
◇　
◇　
◇　
◇　
◇

　
西
洋
列
強
に
負
け
な
い
誇
り
あ
る
日
本
を

【ミニコラム】

「愛
あい
橘
きつ
」は他人が命名

　初めにつけられた名は彦一郎だった
が、出生届のために２日をかけて盛岡
の藩の役所に届け出に行くと、南部藩
主の家族名に重なると帰された。２度
目の名も改められ、見かねた代官の中
島六郎兵衛が中国二十四孝「陸績」の
故事から「愛橘」と名付けた。

築
く
た
め
に
さ
さ
げ
た
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の

生
き
方
は
、
語
ら
ず
し
て
多
く
の
人
間
を
教

え
、
育
て
、
導
い
た
。
日
本
の
科
学
の
発
展

に
尽
く
し
日
本
人
に
自
信
と
誇
り
を
与
え
た

田
中
舘
は
95
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、
没
後
60

年
が
過
ぎ
た
現
在
も
二
戸
市
民
に
愛
さ
れ
、

誇
り
と
な
っ
て
い
る
。そ
の
足
跡
を
た
ど
る
。

（
中
村
誠
＝
田
中
舘
愛
橘
会
事
務
局
長
）

文化人切手になった田中舘愛橘の写真（シビックセンター提供）

今
や
ら
ね
ば

田
中
舘
愛
橘
の
生
涯①

◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
平
成
25
年
５
月
13
日
に
、

デ
ー
リ
ー
東
北
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
転
載
し

て
い
ま
す
。

◎
今
月
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
博
士
の
生
涯

や
功
績
に
つ
い
て
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め

掲
載
し
ま
す
。
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